
次　回
６月19日の
例　会

会　員　慶　事

第2330回　例会プログラム
●例　会　場／かめや惠庵
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／１泊移動例会
　　　　　　　親睦活動委員会

●会員誕生日／６月14日　水口正宏君
●皆　出　席／６月９日　井上　元君（９年）
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Engage Rotary Change Lives
ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
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★THE GOTEMBAKAN
★12 ： 30点鐘
★クラブ協議会（第５回）
　全員

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

御殿場ロータリークラブ

週報

欠席者（８名）

6/5の
出席報告

国際ロータリー2620地区

井口　俊靖君・勝又　重春君 
勝又　敏雄君・小早川豊一君 
水口　正宏君・長田　富夫君
臼井　良太君・若林　洋平君 

　皆さんこんにちは。今日は、勝又会長の心配りの友情欠席により、会長代理を務めさせていた
だきます。本日は御殿場高校副校長　久松宏先生に、生徒が開発した非常食についての卓話を頂
くようになっております。協力者の方々にも出席を頂いておりますので、どうぞよろしくお願い
いたします。
　さて来週末から、競技施設建設の遅れや、治安の悪さ、反対デモ、スト等の課題を抱えたまま、ブラジルでワール
ドカップサッカーがいよいよ始まりますが、サッカー界では人種差別が問題になっております。
　サッカーのスペイン１部リーグで、バルセロナのブラジル代表アウベス選手が観客からの差別行為に対してとった
ユニークな対応に世界の輪が広がっております。米プロバスケットボールリーグのNBAでも、クリッパーズのオー
ナーが人種差別発言で永久追放などの厳しい処分を科されたばかりです。スポーツ界は差別根絶に向けて大きく動い
ています。
　アウベス選手は４月27日の試合で、コーナーキック（CK）を蹴ろうとした際に観客席からバナナが投げ込まれる
と、拾って皮をむいて一口食べ、そのままCKを蹴りました。観客の行為は黒人選手をサル扱いにして侮辱するものと
されます。しかし、何事もなかったかのようにバナナをほおばってプレーを続けたことが、逆に強い抗議の意思を印
象づけることになったのです。同僚のブラジル代表ネイマール選手は、バナナを持った自分の写真をすぐに写真共有
アプリ「インスタグラム」に投稿。「差別を永遠になくすために僕ができる表現方法は、アウベスのように振る舞う
ことだ。」とコメントしました。
　イタリア１部リーグのインテルに所属する日本代表の長友選手はチームの公式ツイッター上に、
同僚と一緒にバナナをほおばる写真を「人種差別にノー」のメッセージとともに掲載しました。
　日本でもブラジル出身のJ１鹿島のセレーゾ監督が、29日の試合後の記者会見でバナナを食べて
おり、抗議の輪は国境を越えて拡大するばかりです。
　ワールドカップサッカーが世界の人々に深い感動を与え、サムライ日本が、アジア大会で優勝し
たなでしこ日本以上に活躍され、大会競技が終えられることを祈念しております。

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶 梶 原 一 正副会長

61名 60名 52名 86.67％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。



勝又　敏雄
橋本　喜市
渡辺　修司
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5/22のメーキャップ
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副校長  久 松  宏 様

静岡県立御殿場高校

非常食開発ストーリー

御殿場高校生徒が
非常食を開発

　日頃より、御殿場ロータリークラブの皆様方には本校
生徒の求人、実習、等で大変お世話になっており、有り
難うございます。
　本日ご紹介させていただきます緊急携帯食「THE 
PAD」は、開発元のザ・パッド株式会社代表取締役の
斉藤光臣様が本校の卒業生でいらっしゃるというご縁か
ら、本校の生徒たちに開発販売の機会を与えていただい
たものであります。
　「THE PAD」は、米海兵隊の野戦食「MRE」をヒン
トに、自然災害時等に避難先まで持ち運び可能な食品と
して開発されたものであります。「非常時にこそ温かく
おいしい食事を」をコンセプトに、これまでの備蓄食と
は違い、生存に非常に重要な災害発生後74時間をいか
に元気に過ごせるかに焦点があてられています。
　これに本校生徒が、御殿場の地元の方々にアンケー

トを取るなどの作業を通して、普段食べ慣れている味
付けをすることによって元気が出るという考え方か
ら、味噌味のハンバーグを開発いたしました。また、
なごやかな気分で安らぎを得られるということから、
フワフワワッフルを開発いたしました。このように、
生徒たちが若い独自の視点から地元の人々と共に開発
をして行ったというところに、今回の取り組みの大き
な特徴があると考えております。
　学校といたしましては、生徒たちに対する教育的効
果として以下のようなものが上げられると考えており
ます。
　・防災教育
　・社会貢献体験
　・ものづくり、商品開発、販売体験
　・地域連携
　以上のような、企業と地域、学校の連携などに、こ
れからの御殿場高校の新しい取り組みを見出してゆき
たいと考えております。今後とも、本校生徒の開発し
ました「THE　PAD」の販売協力に、何卒ご指導ご協
力賜りますようお願いいたします。
　本日は、このようなお話をする場を設けていただき
ましたことに、心より感謝申し上げます。ありがとう
ございました。

５月９日

５月14日

５月27日

小早川豊一君

山内　強嗣君

秋田　　敬君

裾野RC

長泉RC

箱根RC

小栗直子様
勝又安彦君　山内強嗣君

久松　宏様
御殿場高校デザイン科

科長 平野貴子様

ザ・パッド株式会社
代表取締役　斉藤光臣様

司会
池谷正徳君

出席報告
勝又英和君

ソングリーダー
豊山　篤君

静岡県立御殿場高校　情報デザイン科
教諭 小栗直子様

勝又　厚君　嶋田泉太郎君
誕生日皆出席

菅沼　久君　石川又英君


